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補助事業期間 平成 ２９年度～平成２７ 年度

２８

1. 機 関 番 号

3. 研究種目名

2. 研究機関名
大妻女子大学

4.

5. 課 題 番 号

6. 研究課題名 ラテン語詩と近世初期日本の交差

7. 研究代表者

６ ０ ６ １ ２ ０ ２ ５

研　究　者　番　号 研 究 代 表 者 名
ワタナベ　アキヒコ

渡邉　顕彦
准教授

所　属　部　局　名 職　　名

8. 研究分担者

研　究　者　番　号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職　　名

9. 研究実績の概要

2016年度は、1)国際会議および招待講演での発表計2件および国際学会参加1件(発表なし)、2)関連資料の収集とデータ整備、が主な活
動であった。
　1)については、4月にイタリア・ローマにて行われた国際学会にて研究の成果、特に水戸銅版画の意義とバチカン図書館収蔵写本reg
.lat.428巻末にあるエピグラム群の意義について英語での発表と討論を行った。また6月にドイツ・ミュンスター大学に招待され、日
本人キリシタンの人文主義的ラテン語使用について英語で講演した。また直後にドイツ・フライブルク大学にて行われた国際学会に参
加し、国外研究者と交流を深めた。これら国際学会における発表や参加を通して本研究計画の意義と成果を国際的に発信するとともに
、近世ラテン語学を専門とする欧米研究者との学術交流を進めることができた。また学術交流を通じて次年度の国際学会参加・発表の
機会を新たに得ることができた。特にドイツ語圏の研究者との交流を深め、ドイツおよびオーストリアにおける近世ラテン語学研究の
著しい進捗を実感したことが、次年度にむけて2国間交流事業(オーストリアとの共同研究)の申請をするきっかけとなった。
　2)については、近世ラテン語エピグラムや叙事詩、および近世ラテン語全般について資料の収集・整理を行った。イタリア・ローマ
にて行われた学会発表原稿は同学会主催者により出版される予定である。また前年度オーストリア・ウィーンで行った発表に基づく論
文も査読を通過し、出版予定である。

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

交付申請書に記載したテーマのうち、(1)キリシタン銅版画におけるラテン語寸詩、および(2)日本人キリシタンによるラテン語詩作に
ついては、2回の発表およびそれらに関連する学術交流や論文執筆によって当初想定した以上の成果をあげることができた。(3)『パチ
ェコ讃詩』関連調査については、予定していたポルトガルにおける研究調査が未だ実施できていないものの、ポルトガルの研究者との
メールによる意見交換を開始しており、資料収集や整理も進んでいる。

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)

近世ラテン語エピグラム イエズス会 東西交流史

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策　等

研究テーマ総括を含む発表を5月に国内(東京大学)で1回行い、7月にはアメリカ・ケンタッキーにおける国際学会(Academia Latinitat
i Fovendae)にて本事業の総括を行う予定である。また8月あるいは9月に近世ラテン語文学研究の拠点であるドイツ・フライブルクと
オーストリア・インスブルックを訪問し、海外研究者との交流を通じて本事業の成果を国外にアピールする。

（理由）
夏季に予定していた研究調査出張は2件は大学業務(学生引率)と重なったため実施しなかった。ただ代替として4月にイタリア・ローマ
における学会発表1件、6月にドイツ・ミュンスターにおける招待講演とドイツ・フライブルクにおける学会参加を行った。しかし代替
の出張2件が予定していた研究調査出張2件より短期であったため、差額が生じた。

（使用計画）
今年度の活動の結果、研究課題について新たに本年度7月末にアメリカ・ケンタッキー州レキシントンで学会発表する機会を得た。差
額はこの学会参加発表のため使用する。

（今後の推進方策）

（次年度使用額が生じた理由と使用計画）

    （２／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。

（課題番号： 15K02385 ）
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13.研究発表（平成２８年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（２）件／うち査読付論文　計（２）件／うち国際共著　計（２）件／うちオープンアクセス　計（０）件

2 0 1 8

2 0 1 8

〔学会発表〕　計（２）件／うち招待講演　計（１）件／うち国際学会　計（２）件

American Academy in Rome

発　　表　　標　　題
Outdoing the original? The economics of early modern Japanese Latin poetry

発　表　者　名
Akihiko Watanabe

発　表　場　所学　会　等　名 発表年月日

2016年04月30日～
2016年04月30日

Economics of Poetry（国際学会）

国際共著

国際共著

Acta Conventus Neo-Latini

Economics of Poetry

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

発行年

発行年

該当する

該当する

査読の有無

査読の有無

最初と最後の頁

最初と最後の頁

有

有

オープンアクセス

なし

論　　文　　標　　題　　【掲載確定】

論　　文　　標　　題　　【掲載確定】

Pietro Paolo Palumbo’s Non Recedat Volumen (1573). Illustrated Elegiacs and
Japanese Christians

Outdoing the Original? The Economics of Early Modern Japanese Latin Poetry

著　者　名

著　者　名

Akihiko Watanabe

Akihiko Watanabe

巻雑　　誌　　名

16

印刷中

印刷中

印刷中

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難

巻雑　　誌　　名

オープンアクセス

なし

（課題番号： 15K02385 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

国内・外国の別

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

出願年月日

権利者 産業財産権の種類、番号発明者 取得年月日産業財産権の名称

国内・外国の別権利者 出願年月日

総ページ数

著　者　名

産業財産権の名称 産業財産権の種類、番号発明者

発　表　場　所

University of Munster

書　　名 発行年

出　版　社

発　　表　　標　　題
Reception and Production of Neo-Latin  by Early Modern Japanese Jesuit Alumni

発　表　者　名
Akihiko Watanabe

学　会　等　名 発表年月日

2016年06月15日～
2016年06月15日

Forschungskolloquium (Seminar fur  Lateinische
Philologie des Mittelalters und der Neuzeit)（招待講
演）（国際学会）

（課題番号： 15K02385 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／5）
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16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究：－

17.備考

（課題番号： 15K02385 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


